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 製品のアウトライン 
 
 
 

はじめに 
この度は、定置式無線ガス検知部 SDWL-1RI(TYPE R)／SDWL-1OX(TYPE R)／SDWL-1EC (TYPE R)（以

降「本器」）をお買い上げいただきありがとうございます。本器は、非防爆構造の機器です。お買い求めの製品型

番と本取扱説明書に記載の仕様を照合し、ご確認をお願いします。 
 
本書は、SDWL-1RI(TYPE R)、SDWL-1OX(TYPE R)、SDWL-1EC (TYPE R)、3 機種の取扱方法と仕様を説

明したものです。本器を正しく使用していただくために必要な事項が記載されています。 
各機種の記載について説明が異なる内容については、それぞれ下記のアイコンで示しています。 
 

SDWL-1RI(TYPE R)  

SDWL-1OX(TYPE R)  

SDWL-1EC(TYPE R)  
 
アイコンのない操作方法や仕様は、3 機種が共通する内容となっています。初めて使用される方はもちろん、既に

使用されたことのある方も、知識や経験を再確認する上で、よくお読みいただき、内容を理解した上で使用してくだ

さい。 
 
弊社では、本器あるいはその付属品に対して、以下の行為を禁止しています。 
（１） 改変および修正 
（２） 分解や解析 
（３） 逆アセンブルおよび逆コンパイルなど、すべての解析 
（４） 第三者への譲渡、販売および担保提供 
（５） 貸与、再使用許諾その他名目の如何を問わず、第三者に使用させること 
 
なお、製品改良のために、この説明書の内容を将来予告なしに変更することがあります。また、この説明書の全

部または一部を無断で複写または転載することを禁じます。 
 
保証期間の内外を問わず本器を使用することによって生じたいかなる事故および損害の補償はいたしません。 
保証書に記載されている保証規定を必ずご確認ください。 
 
 

  

RI 

OX 

EC 
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SDWL-1RI(TYPE R)の使用目的と使用上の留意事項 

 
SDWL-1RI(TYPE R)は、大気中に漏洩した可燃性ガスを検知する定置式のガス警報器です。 
検知したガス濃度値などのパラメータは、ISA100.11a に対応した無線通信機能により、上位システム（アクセスポ

イントやゲートウェイなど）へ伝送することができます。また、本器は警報接点を 3 つ内蔵しており、ガス警報

(ALM1、ALM2)と故障警報(FAULT)に使用することができます。ご使用時には、以下の点に留意してください。 
 

1. 本器は、検知対象ガス以外のガス、蒸気による干渉を受けますので、干渉による警報作動に注意してくださ

い。また、設置場所の環境変化（温度・湿度など）により変動することがあります。 
2. 警報の設定は機器の性能に見合う範囲で使用してください。高圧ガス保安法対応設備では、弊社標準警報

設定値未満の警報設定の場合には、誤警報の原因となることがあります。 
3. 本器は保安機器であり、制御機器ではありません。本器の警報接点出力は、外部警報ランプ・ブザー用に

使用してください。それ以外の制御用に使用した場合、誤作動などに対して当社は一切を補償しません。 
4. 本器の保守に際しては、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含めた定期点検が必要

です。また本器は保安機器ですので、法令に準拠して 6 ヶ月ごとの定期点検とガス校正を推奨しています。 
 
本器は、検知結果により、生命・安全の保障をするものではありません。 
 

SDWL-1OX(TYPE R)の使用目的と使用上の留意事項 

 
SDWL-1OX(TYPE R)は、大気中の酸素を検知する酸欠警報器です。 
検知した酸素濃度値などのパラメータは、ISA100.11a に対応した無線通信機能により、上位システム（アクセス

ポイントやゲートウェイなど）へ伝送することができます。また、本器は警報接点を 3 つ内蔵しており、ガス警報

(ALM1、ALM2)と故障警報(FAULT)に使用することができます。ご使用時には、以下の点に留意してください。 
 

1. 本器は、大気圧の変動に対し指示が若干変動します。特に台風などによる低気圧時には警報作動に注意

してください。また、設置場所の環境の変化（温度・湿度など）によっても変動することがあります。 
2. 警報の設定は機器の性能に見合う範囲で注意してください。標準警報設定値は 18.0%です。 
3. 本器は保安機器であり、制御機器ではありません。本器の警報接点出力は、外部警報ランプ・ブザー用に

使用してください。それ以外の制御用に使用した場合、誤作動などに対して当社は一切を補償しません。 
4. 本器の保守に際しては、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含めた定期点検が必

要です。また保安機器ですので、6 ヶ月ごとの定期点検とガス校正を推奨しています。 
 
本器は、検知結果により、生命・安全の保障をするものではありません。 
 

SDWL-1EC(TYPE R)の使用目的と使用上の留意事項 

 
SDWL-1EC (TYPE R)は、大気中の毒性ガスを検知するガス警報器です。 
検知したガス濃度値などのパラメータは、ISA100.11a に対応した無線通信機能により、上位システム（アクセスポ

イントやゲートウェイなど）へ伝送することができます。また、本器は警報接点を 3 つ内蔵しており、ガス警報

(ALM1、ALM2)と故障警報(FAULT)に使用することができます。ご使用時には、以下の点に留意してください。 
 

1. 本器は、検知対象ガス以外のガス、溶剤蒸気などにより干渉を受けます。干渉による警報作動に注意し

てください。また、設置場所の環境の変化（温度・湿度など）によって変動することがあります。 
2. 本器は保安機器であり、制御機器ではありません。本器の警報接点出力は、外部警報ランプ・ブザー用

に使用してください。それ以外の制御用に使用した場合、誤作動などに対して当社は一切を補償しませ

ん。 
3. 警報の設定は機器の性能に見合う範囲で使用してください。高圧ガス保安法対応設備では、弊社標準警

報設定値（じょ限量）未満の警報設定の場合には、誤警報の原因となることがあります。 

RI 

OX 

EC 
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4. 本器のガス検知センサのガス接触部は多孔質高分子膜のため、溶剤の影響により膜の撥水性が低下し、

内部電解液が浸み出す恐れがあります。 
検知部の近傍では溶剤を使用しないでください。止むを得ず、溶剤を使用される場合は、使用時間中と使

用終了後の約１時間の間は、弊社推薦のフィルタをガス警報器の吸入口などに装着してください。 
5. 本器の保守に際しては、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含めた定期点検が必

要です。また保安機器ですので、法令に準拠して 6 ヶ月ごとの定期点検とガス校正を推奨しています。 
 
本器は、検知結果により、生命・安全の保障をするものではありません。 
 

危険、警告、注意、注記の定義 
本取扱説明書では、安全かつ効果的な作業が行えるように、次の見出しを使用しています。 

危険 
取り扱いを誤った場合、「人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定

される」ということを意味します。 

警告 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定される」

ということを意味します。 

 注意 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定される」

ということを意味します。 

注記 取り扱い上のアドバイスを意味します。 
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 製品の構成 
 
 
 

3-1. 本体および標準付属品 
梱包箱を開けて、本器と付属品を確認します。 
万一、足りないものがありましたら、販売店または 寄りの弊社営業所までお問い合わせください。 
 
 

3-1-1. 本体 
本器の各部の名称と働きおよび LCD 表示は、「3-2 各部の名称と働き」（P.13）を参照してください。 

＜本体＞(ケーブルグランド含む) 

 

3-1-2. 標準付属品 

   
 取扱説明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 冊 
 ケーブル結線用操作レバー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 個 
 U ボルトユニット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 個 
 取付アングルセット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 個 
 六角棒スパナ（対辺 4）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(※1) 
 六角棒スパナ（対辺 2）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(※1) 
 コントロールキー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(※2) 
 バッテリーケース【リチウム電池 単 1 形（2 本）】・・・・・・・・・1 個 
 アンテナコネクタ用キャップ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 個 
 
 
 

RI OX EC 
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4-7-2. 赤外線通信の準備（IrDA 通信モード移行） 
プロビジョニングを実施するための赤外線（IrDA）通信モードに移行します。 
 

  
     

共通画面 

1 検知待機状態で、

MENU/ESC キー

を長押しする（3 秒

間） 

A1 ○ 

 A2 ○ 

F ○ 

     

2 ユーザーモードで、  

▼/ALM2 キーを押

して、M MODE（メン

テンナスモード）を選

択する 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

 

3 SET/ALM1 キーを

押す 
 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

  

4 続けて、もう一度

SET/ALM1 キーを

長押しする（3 秒間） 
メンテナンスモードに入

ります。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

5 ▲ または  
▼/ALM2 キーを押

して、SET 2（環境設

定 2）を選択する 

A1 ○ 

 

 A2 ○ 

 F ○ 

 

  

RI OX EC 
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6 SET/ALM1 
キーを押す 
 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

7 ▲ または▼/ALM2 キー

を押して、IRDA（IrDA 通

信モード移行）を選択する 

8 SET/ALM1 
キーを押す 
IrDA 通信モードに

移行します。 

A1 ○ 

 

 A2 ○ 

 F ○ 

    

  

 

 

 
 
 

注記 
IrDA 通信モードを解除するには 
 IrDA 通信モードを解除するときは、MENU/ESC キーを押してください。 
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5-5. 警報値設定の確認 
本器に設定されている警報設定値を確認します。 
 

5-5-1. ALM1 の警報設定値の確認 
下記手順で、A1、A2、F は警報ランプ ALM1、ALM2、故障ランプ FAULT、●は点灯、○は消灯を示します。 
ここでは、ALM1 の警報設定値を確認します。 

    

1 検知待機状態で、

SET/ALM1 キーを

押す 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

 ALM1 の警報値が表示

されます。 
SET/ALM1 キーからコ

ン ト ロ ー ル キ ー を 放 す

と、検知待機状態に戻り

ます。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

 F ○ 

      

 

 

5-5-2. ALM2 の警報設定値の確認 
ここでは、ALM2 の警報設定値を確認します。 

    

1 検知待機状態で、 
▼/ALM2 キーを押

す 
 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

 ALM2 の警報値が表示

されます。 
SET/ALM2 キーからコ

ン ト ロ ー ル キ ー を 放 す

と、検知待機状態に戻り

ます。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

 F ○ 

      

  

RI OX EC 

RI OX EC 
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5-8. ユーザーモードへの入り方 
ここでは、ユーザーモードへの入り方と、表示される画面について説明しています。 
 

    

1 検知待機状態で、

MENU/ESC キーを

長押しする（3 秒間） 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

 ユーザーモード

（ROM/SUM 表示）に切

り替わり、プログラムの

バージョンが表示されま

す。 

  

   

2 ユーザーモードで、  

▼/ALM2 または ▲ 
キーを押す 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

 表示項目が切り替わりま

す。 
  

 

 
  

ゼロ調整を実施できま

す。 

A1 ○ 

 A2 ○ 

 F ○ 

   ゼロ調整⇒P.46 
 

ゼロ調整⇒P.46 
 

 
 

スパン調整を実施できま

す。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

  

  
スパン調整⇒P.48 

 

 設定値表示 
各種設定値を表示しま

す。 
⇒P.50  

A1 ○ 

 
A2 ○ 

F ○ 

    

 メンテナンスモード 
メンテナンスモードに切り

替えます。 
⇒P.60 

A1 ○ 

 
A2 ○ 

F ○ 

    

  

RI OX EC 

RI EC 

OX 
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5-8-2. ゼロ調整 
ゼロ調整を行うことにより、ガス濃度を正確に測定します。 
 

  
  

 

1 検知待機状態で、

MENU/ESC キー

を長押しする（3 秒

間） 

A1 ○ 

  

A2 ○ 

F ○ 

    

  

2 ゼロ調整用ガスを供給する 
以降の操作は、指示が安定してか

ら行ってください。 

    

3 ユーザーモードで、  

▼/ALM2 キーを押

して、ZERO（ゼロ調

整）を選択する 

A1 ○ 

  

A2 ○ 

F ○ 

    
 

4 SET/ALM1 キーを

押す 
現在のガス濃度値が表

示されます。 

A1 ○ 

  

A2 ○ 

F ○ 

    
 

5 SET/ALM1 キーを

押す 
ゼロ調整が実行されま

す。 

A1 ○ 

A2 ○ 

F ○ 

    
 

 ゼロ調整が実行されて

いる間には、「CAL」が

表示されます。 

A1 ○ 

 

 A2 ○ 

 F ○ 

   
 

 
 
 
  

RI EC 
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5-8-4. 設定値表示 
各種設定値を確認することができます。 
 

  
  

1 検知待機状態で、

MENU/ESC キーを

長押しする（3 秒間） 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

2 ユーザーモードで、  

▼/ALM2 キーを押

して、CONF（設定値

表示）を選択する 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

3 SET/ALM1 キーを

押す 
設定値表示に切り替わ

ります。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

4 ▲ または 
▼/ALM2 キーを押

す 
ALM1 の警報点を表示

します。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

 ALM2 の警報点を表示

します。 
A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

 警報遅延時間（秒）を表

示します。 
A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

 
  

RI OX EC 
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6-1-2. 接点動作 
警報設定値を超えたガス濃度もしくは酸素濃度が検知された場合、接点は以下の図のように動作します。また、

警報設定値未満になると、接点動作は自動で復帰します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の図は、ガス濃度が ALM1 の警報設定値を超えて、時間の経過と共にガス濃度が低くなった場合の遷移を

示しています。 
 

6-1-3. 警報時の対応 
警報が発報されたときの対応は、お客様の管理ルールに従い、速やかに対応してください。 
一般的には、以下のような対応を行っています。 
 

本器の指示値の確認をする 注記 
 瞬間的なガス漏れの場合、確認した時点では既に指示が

低下している場合があります。ノイズや偶発な条件など、

ガス警報以外でも、一時的な警報状態になったときに指

示が低下している場合があります。 

 

警報管理濃度に基づき、監視区域から

人を遠ざけて安全を確保する 

 
 

濃度表示が継続している場合は、原因と

なるガス（酸素）の元栓を閉じて、濃度指

示が低下したことを確認する 

 

 
 

万一、ガスが残っていることを想定し、危

険を回避できる装備をした上でガス（酸

素）漏洩現場に行き、ポータブルのガス

検知器などによりガスの残存状況を確認

する 

 

 
 

危険のないことを確認し、ガス漏洩に対

する処置を施す 
 

 

  

警報遅延時間(2秒)

警報ランプ(ALM1) 

警報接点(端子台 1、2) 

警報設定値（ALM1） 
濃
度 

0 
時間
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7-3. メンテナンスモードへの入り方 
ここでは、メンテナンスモードへの入り方と、表示される画面について説明しています。 
 

  
     

共通画面 

1 検知待機状態で、

MENU/ESC キー

を長押しする（3 秒

間） 

A1 ○ 

 A2 ○ 

F ○ 

     

2 ユーザーモードで、 
▼/ALM2 キーを押

して、M MODE（メン

テナンスモード）を選

択する 

A1 ○  

A2 ○ 

F ○ 

    

3 SET/ALM1 キーを

押す 
 

A1 ○  

A2 ○ 

F ○ 

  

4 続けて、もう一度

SET/ALM1 キーを

長押しする（3 秒間） 
メンテナンスモードに入

ります。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

   

5 ▲ または  
▼/ALM2 キーを押

して、設定項目を選

択する 

A1 ○ テストモード 
各種テストを行います。 
ガステスト⇒P.63  

警報テスト⇒P.65  

故障テスト⇒P.67  
LED・LCD 表示テスト⇒P.68  

 A2 ○ 

 
F ○ 

 

 
 
 
 
  

RI OX EC 
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  A1 ○ 

 

ゼロ調整 
ゼロ調整を行います。 
⇒P.69  

A2 ○ 

F ○ 

     
  A1 ○ 

 

スパン調整 
スパン調整を行います。 
⇒P.71  

A2 ○ 

F ○ 

    

  A1 ○ ゼロ・スパン値初期化 
センサ交換後に、ゼロ調整、ス

パン調整の初期化を行 いま

す。 
⇒P.73  

 A2 ○ 

 F ○ 

    

  A1 ○ 
環境設定 1 
各種環境設定を行います。 
⇒P.74  

 A2 ○ 

 F ○ 

    

  A1 ○ 
環境設定 2 
各種環境設定を行います。 
⇒P.78  

 A2 ○ 

 F ○ 

    

  A1 ○ 
各種電気設定表示 
お客様においては使用しませ

ん。 
 A2 ○ 

 F ○ 

    

  A1 ○ 
各種電気設定表示 
お客様においては使用しませ

ん。 
 A2 ○ 

 F ○ 
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7-5. テストモード 
ここでは、ガステスト、警報テスト、故障テスト、LCD テストについて、説明しています。 
 

7-5-1. ガステスト 
ガスによるテストを行います。 
 

    

1 メンテナンスモードで、▲ また

は ▼/ALM2 キーを押して、

TEST（テストモード）を選択する 
   

       

2 ▲ または ▼/ALM2 
キーを押して、GAS T
（ガステスト）を選択す

る 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

3 SET/ALM1 キーを

押す 
 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

4 テストガスを導入する A1 ○ 

 
A2 ○ 

F ○ 

    

 

 
  

A1 ● 

A2 ○ 

F ○ 

    

  

 
 

A1 ● 

 

A2 ● 

F ○ 

5 テストガスを止める   

 

  

RI OX EC 

RI EC 

OX 
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7-5-2. 警報テスト 
指示値を警報点まで上げて、警報が発報されるかどうかのテストを行います。 

 

  
  

1 メンテナンスモードで、▲ また

は ▼/ALM2 キーを押して、

TEST（テストモード）を選択する 
   

       

2 ▲ または ▼/ALM2 
キーを押して、AL T
（警報テスト）を選択す

る 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

3 SET/ALM1 キーを

押す 
 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

4 ▲ または ▼/ALM2 キーを押

して、接点出力の ON/OFF を選

択する 
ON を選択すると、警報テスト時に接

点を出力します。  

 
 

 

 

 

  

5 ▲ または ▼/ALM2 
キーを押して、指示値

を上下させる 
警報が発報されることを

確認してください。 

A1 ○ 

 
A2 ○ 

F ○ 

   

 
  

A1 ● 

A2 ○ 

F ○ 

    

  

 
 

A1 ● 

 
A2 ● 

F ○ 

6 警報テストが終わったら、

RI OX EC 

RI EC 

OX 
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7-6-2. スパン調整 
ゼロ調整を行うことにより、ガス濃度を正確に測定します。 
 

  
  

1 スパン調整用ガスを供給

する 
以降の操作は、指示が安定し

てから行ってください。 

 

 

 

     

2 メンテナンスモードで、▲ 
または ▼/ALM2 キーを

押して、SPAN（スパン調

整）を選択する 

 

 

 

       

3 SET/ALM1 
キーを押す 
現在のガス濃度値

が表示されます。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

4 SET/ALM1 
キーを押す 
10 ％ F.S. 未 満 で

は 、 SET/ALM1
キ ー は 押 せ ま せ

ん。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

   

5 指示値を導入し

たガス濃度に合

わせる 
▲ または 

 ▼/ALM2 キーを

押して、合わせてく

ださい。 

A1 ○ 

   

 A2 ○ 

 F ○ 

 
  

   

 スパン調整が実行

されている間には、

「CAL」が表示され

ます。 

A1 ○ 

 

 A2 ○ 

 F ○ 

   

 

  

RI OX EC 
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7 操作終了後は 
MENU/ESC キーを長押

しする 
検知待機状態に戻ります。 

 

 

注記 
 手順6で検知待機状態の画面に戻った場合、INHIBIT が設定されていると画面下部に「INHI」と表示されて

います。 
 

  
  

  A1 ○ 

A2 ○ 

F ○ 

 
 
 

  

RI OX EC 
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7-7-2. 警報設定値設定 

ガス警報 ALM1 と ALM2 の警報値を設定します。警報設定値の確認操作について詳しくは、「5-5 警報値設定の確

認」（P.38）を参照してください。 

 

    

1 メンテナンスモードで、▲ また

は ▼/ALM2 キーを押して、

SET 1（環境設定 1）を選択する 
   

       

2 ▲ または ▼/ALM2 
キーを押して、AL P
（警報設定値表示）を

選択する 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

3 SET/ALM1 キーを

押す 
AL 1（ALM1）の警報値

設定が表示されます。 

A1 ○ 

 

A2 ○ 

F ○ 

    

4 ▲ または ▼/ALM2 
キーを押して、ALM1
または ALM2 から設

定する警報を選択する 

A1 ○ 

 
A2 ○ 

F ○ 

   

5 SET/ALM1 キーを押す 
ここでは、AL 1（ALM1）の警報値設

定例を示しています。 
 

    

6 ▲ または ▼/ALM2 
キーを押して、設定値

にする 

A1 ○ 

 
A2 ○ 

F ○ 

  

 

  

RI OX EC 






















































